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法人情報 

 

 ● 法人格・法人名称・住所等 

  医療法人社団 鈴木内科医院 

   〒004-0844 札幌市清田区清田 4条 2丁目 10－25 

   TEL:011-882-2233 

 ● 代表者名  理事長 鈴木 岳 

研修機関情報 

 

 

 

 ● 事業所名称・住所等 

  鈴木内科 介護職員初任者研修 

   〒004-0844 札幌市清田区清田 4条 2丁目 10－25 

   TEL:011-882-2233 

 ● 理念 

超高齢化社会をむかえる時代に医療と介護はますま
す必要とされる。当法人は地域に安定性の高いサー
ビスを提供するため、介護職員としての技術・知
識・人間性を兼ね備えた人材を育成し、地域社会に
根ざした福祉を提供することを目的とする。 

 

 ● 学則 

   ※こちらからご参照ください。 

 ● 研修施設 

  医療法人社団 鈴木内科医院２F 

●ホームページ：http://www.suzukinaika.or.jp./ 

研修事業情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修の概要 

 

 

 

 

 

 ● 対象 

  一般公募 

 ● 研修のスケジュール 

  研修期間：4か月 

  ※日程詳細はこちらからご参照ください。 

 ● 定員（集合研修、実習）と指導者数 

  定員：10名 

  指導者数：10名 

 ● 研修受講までの流れ（募集、申し込み） 

  (1) 募集時期 
  開講日の２ヶ月前から募集し、 7 日前に締め切る

（定員になり次第終了）。 

 ● 費用 

  受講料：56,100円（税込） 

  

 

課程責任者  ● 課程編成責任者名 

  松尾 健児（所属：医療介護支援住宅『美しが丘』） 

研修カリキュラム 

（通信） 

 

 

 

 ● 科目別シラバス 

   ※こちらからご参照ください。 

 ● 科目別時間数および科目別通信・事前・事後学習とする

内容及び時間 

  １．職務の理解 

https://drive.google.com/file/d/134pwE4nnoAGTFUgKiqIy62N9nzN9deQD/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1Nitqdz-YsgYJLHBpYCf1ysoKZgO4tx_-/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1hDLsM3bVWFjuUYPy9fHxVlEzDf1ciAZ7/view?usp=sharing


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    通学学習 6時間、通信学習 0時間、計 6 時間 

  ２．介護における尊厳の保持・自立支援 

    通学学習 1.5時間、通信学習 7.5 時間、計 9時間 

  ３．介護の基本 

    通学学習 3時間、通信学習 3時間、計 6 時間 

  ４．介護・福祉サービスの理解と医療との連携 

    通学学習 1.5時間、通信学習 7.5 時間、計 9時間 

  ５．介護におけるコミュニケーション技術 

    通学学習 3時間、通信学習 3時間、計 6 時間 

  ６．老化の理解 

    通学学習 3時間、通信学習 3時間、計 6 時間 

  ７．認知症の理解 

    通学学習 3時間、通信学習 3時間、計 6 時間 

  ８．障害の理解 

    通学学習 1.5時間、通信学習 1.5 時間、計 3時間 

  ９．こころとからだのしくみと生活支援技術 

    通学学習 63 時間、通信学習 12時間、計 75時間 

 １０．振り返り 

    通学学習 4時間、通信学習 0時間、計 4 時間 

 ● 科目別担当講師名：講師一覧参照 

 

 ● 科目別特徴 

１． 職務の理解 

    研修に先立ち、これからの介護が目指すべき、その 

人の生活を支える「在宅におけるケア」等の実践につ

いて、介護職がどのような環境で、どのような形で、

どのような仕事を行うのか、具体的なイメージを持っ

て実感し、以降の研修に実践的に取り組めるようにな

る。 

 

２． 介護における尊厳の保持・自立支援 

介護職が、利用者の尊厳のある暮らしを支える専門職

であることを自覚し、自立支援、介護予防という介

護・福祉サービスを提供するにあたっての基本的視点

及びやってはいけない→行動例を理解している。 

 

３． 介護の基本 

介護職に求められる専門性と職業倫理の必要性に気づ

き、職務におけるリスクとその対応策のうち重要なも

のを理解している。 

介護を必要としている人の個別性を理解し、その人の

生活を支えるという視点から支援を捉える事ができ

る。 

 

４． 介護・福祉サービスの理解と医療との連携 

介護保険制度や障害者総合支援制度を担う一員として

最低限知っておくべき制度の目的、サービス利用の流



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 評価 

れ、各専門職の役割・責務について、その概要のポイ

ントを列挙できる。 

 

５． 介護におけるコミュニケーション技術 

高齢者や障害者のコミュニケーション能力は一人ひと

り異なることと、その違いを認識してコミュニケーシ

ョンをとることが専門職に求められていることを認識

し、初任者として最低限のとるべき（とるべきでな

い）行動例を理解している。 

 

６． 老化の理解 

加齢(かれい)・老化に伴う変化や疾病(しっぺい)につ

いて、生理的な側面から理解することの重要性に気づ

き、自らが継続的に学習すべき事項を理解している。 

 

７． 認知症の理解 

介護において認知症を理解することの必要性に気づ

き、認知症の利用者を介護するときの判断の基準とな

る原則を理解している。 

 

８． 障害の理解 

障害の概念と国際生活機能分類（ICF）、障害者福祉の

基本的な考え方について理解し、介護における基本的

な考え方について理解している。 

 

９． こころとからだのしくみと生活支援技術 
介護技術の根拠となる人体の構造や機能に関する知

識を習得し、安全な介護サービスの提供方法等を理

解し、基礎的な一部または全介助等の介護が実施で

きる。 

尊厳を保持し、その人の自立及び自律を尊重し、も

てる力を発揮してもらいながらその人の在宅・地域

等での生活を支える介護技術や知識を習得する。 

 

 １０．振り返り 

    研修全体を振り返り、本研修を通じて学んだことにつ

いて再確認を行うとともに、就業後も継続して学習・

研鑽する姿勢の形成、学習課題の認識をはかる。 

 

 ● 教材：㈱日本医療企画 

 ● 評価の方法、評価者、再履修等の基準 

・通信形式については、次のとおり実施する。  
①学習方法 

自宅学習課題を提出期限までに提出することとす
る。ただし、合格点に達しない場合は、合格点に
達するまで再提出を求める。 

②評価方法 
自宅学習課題については、課題の理解度及び記述
の的確性・論理性に応じて、担当講師が A、B、
C、D の評価を行い、７０点以上を合格とする。
（A=９０点以上、B=８０～８９点、C=７０～７９
点、D=７０点未満） 

③個別学習への対応方法 
受講生の質問については、FAX 又は電子メールに
より受付け、必要に応じて担当講師に照会する。 

  



 ・演習については担当講師が評価する。評価基準は下記 
評価基準に準ずることとし、評価基準Ａ～Ｄまでを 
合格とする。尚、合格の基準に達しない場合は、その 
項目の補講を行い、再評価を行う。補講に関しては 
学則の「補講の取扱い」の内容に準ずることとする。 
※演習科目の評価基準 
Ａ：90点以上 基礎的知識・技術を理解し、基本的介護 

行動が 1 人で的確にできる。 

   Ｂ：80～89点 基礎的知識・技術を理解し、基本的介護 

           行動が 1人で概ねできる。 

   Ｃ：70～79点 基礎的知識・技術を理解し、基本的介護 

行動は少しの助言があれば 1 人ででき 

る。 

   Ｄ：60～69点 基礎的知識・技術を理解し、基本的介護 

行動は助言、支援があればできる。 

   Ｅ：59点以下 基礎的知識・技術及び基本的介護行動の 

           理解不足、助言があってもできない。 

  

  ・修了の認定方法に関しては下記の通りとする。 

① 講義・演習については、研修科目（項目）のす

べてに出席しなければならない。 

② 修了時の認定方法は講師による各科目（項目）

の評価及び筆記試験の結果により行う。 

③ 筆記試験は、全体の 6 割以上の正答率を必要と

する。 

④ 講師による評価により、知識・技術等の習得が

十分でないと認められた場合は補講を行い、到

達目標に達するよう努め、再評価する。修了試

験の得点が基準点に満たない場合は補講を行

い、再試験により再評価を行う。再評価にて合

格するまで、補講・再試験は繰り返すこととす

る。 

講師情報 

                        

 ● 講師一覧はこちらからご参照ください。 

実績情報  ● 過去の研修実施回数：２回 

 ● 過去の研修延べ参加人数：１３人 

連絡先等  ● 申し込み・資料請求先 

   医療法人社団 鈴木内科医院 

    〒004-0844 札幌市清田区清田 4条 2丁目 10－25 

     TEL 090-1302-1307 

 ● 法人の苦情対応者名 

   松尾 健児：医療介護支援住宅『美しが丘』管理者 

TEL 090-1302-1307 

 ● 事業所の苦情対応者名 

   松尾 健児：鈴木内科 介護職員初任者研修 

課程編集責任者   TEL 090-1302-1307 

 

https://drive.google.com/file/d/1O50I-AxR-EdAvzqj7NVU1XfOlIHabNQX/view?usp=sharing

